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は じめに

平成8年7月 に出された第15期 中央教育審議会 の 「21世紀 を展望 した我 が国の教育 の在 り方

につ いて」 の答申は、今後 の教育の在 り方 と して 「ゆ とりの中で生 きる力 をは ぐくむこ と」 を

提言 している。そ して、生 きる力 をは ぐくむためには、社会全体にゆとりが必要であ り、学校 ・

家庭 ・地域社会が連携 し、「開かれた学校づ くり」、「学校 のス リム化」、 「教 育活 動 の評価 の検

討」 な どを進 めるこ とを提言 してい る。 また、平成9年1月 に出 された都立高校長期構 想懇 談

会 の 「これか らの都立高校 の在 り方 について」 の答 申 も、開かれた学校 の必要性を述べている。

さらに、平 成9年9月 に出 された東京都教育委員会 の 「都立高校 改革推進計 画」 において も、

「開かれた学校づ くりの推進」が提言 されてい る。

これ まで も、都立 の農業 ・工業高校 は、学校 の教育力を地域に開放するという面から、施設 ・

設備 の開放 、公 開講座 な どを実施 し、生涯学 習の場 としての役割 を果た して きた。 また、生徒

の学習 に地域 の教育資源 を活用 し、地域の教育力 を生かす とい う面か ら、市民 講師の登 用、 地

域 産業 との協 力、ボラ ンテ ィア活動 などを推 進 して きた。今後 も、農業 ・工業高校 においては、

実験 ・実習等 のために整備 された優れ た施設 ・設 備や教員の指導技術 を活用 する ことに よ り、

地域社 会 との連携 を強化 し、農業 ・工業高校 に対 する理解の促進 を図 り、産業 教育 の活性化 に

寄与 してい く必要がある。 また、生徒の生 きる力をは ぐくみ、個性 を伸 ば し、生徒 に とっ て魅

力あ る産業教育 を推 進す るためには、学校 を地域 に開 くとともに、生徒 に対 して も開いて い く

必要があ る。そ こで、本部会では、更 なる開かれた学校づ くりを 目指 して、農業及び工業教 育

の特色 を生か した 「生徒 に開かれた学校づ くり」、「地域 に開か れた学校づ くり」 について研 究

す ることと した。

○生徒 に開かれた学校づ くり

生徒 の声 を十分 に聞 き、多様化す る生徒の学習希望 や進路希望 に対 して、柔軟で弾力的 に対

応す るためは 、生徒 に開かれた学校づ くりの推進が重要 である。そのため には、① 生徒 が よ り

多 くの情報 を得 られ ること、②生徒が希望や意見 を表現 で きるこ と、③ 生徒が主体的 に選択 し

て学校生活 を送 ることがで きることが必要であ ると考えた。このこ とによ り、生徒 の学習 意欲

や表現力 を向上 させ、創 造性や個性 を伸長 し、生 きる力 をは ぐくむこ とがで きると仮定 した。

これ らの仮定 を基 に、生徒 に開かれた学校づ くりについて、都立の農業 ・工業高校 にア ンケー

ト調査 を行い 、集計 ・分析 した結果 を基 に して、幾つかの実践事例 を試み、今後の在 り方 を研

究 し提言す るこ ととした。

○地域 に開か れた学校づ くり

近年 、専 門高校 には、 目的意識 をもって入学 して くる生徒 がいる一方で 、必ず しも自己の進

路希望 に添 わず に入学 して くる生徒 もいる実態があ る。今 後、専 門高校 の活性化 を図るため に

は、社 会の変 化に よ り適合 した教育 を検討 し、中学生か ら真 に選ばれる学校づ くりを進 めて い

くことが求 め られている。そのため には、今 まで以上 に地域社 会 との連携 を深 め、専 門高 校 の

情報提供 を積極 的に行 わなければならない と考えた。

そ こで、高校 に入学 した生徒やその保護者、中学校教員へのア ンケー ト調査 を行 い、その 結

果に基づいて、幾つかの実践事例 を通 して今 後の在 り方 を研究 し提言する ことと した。
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1生 徒 に開 かれた学校 づ くり

1研 究の趣 旨

これ まで、農業 ・工業高校では、生徒 の自 ら学ぶ意欲の育成、問題解 決能力 の向上 、個性 の

伸長 な ど、現 在の学校教育 に求め られている 「生 きる力」の育成 を図るため、体験 的学習 や課

題解決学 習 を生か した教材開発や授業 の工夫が多 く行われて きた。今後 、生徒 が学習 に更 に意

欲 的に取 り組 み、生 き生 きと学校生活 を送 るこ とがで きるようにす るため に は、 「生徒 に開か

れた学校 づ くり」 を推 準する必要 がある。

そこで、現在 、農業 ・工業 高校 における 「生徒 に開かれた学校 づ くり」 の取 り組 み状 況 を調

査 し、その結果 に基 づいて、「生徒 に開かれた学校づ くり」 の具体策 を探 るこ ととした。

2調 査 の内容 と方 法

(1)調 査 内容

① 生徒 に開かれた学校づ くりへの学校 の取 り組 みについての調査(調 査1)

・生徒 に対す る情報公開 についての調査

・校 内の施設利用 につい ての調査

・他学科の教科 ・科 目の履修 についての調査

・生徒の活動 内容の発表 についての調査

・生徒 の意見の活用 についての調査

② 学習活動 に対す る生徒の意識の調査

・生徒の学習内容 におけ る満足度 についての調査(調 査2)

(2)調 査対象及び調査時期

① 生徒 に開かれた学校 づ くりへ の学校 の取 り組み についての調査

都立の全農業 ・工業高校 にア ンケー ト調査 を依頼 した。回収 率は100%で あ った。

調査依頼校 回収学校数 調査時期

農業高校 6校 6校 平成10年9月

工業高校 27校 27校 平 成10年9月

② 学習活動に対する生徒の意識調査

調査依頼校 回収生徒数 調査時期

農業高校 2校6学 科 208名 平成10年9月

工業高校 2校6学 科 195名 平成10年9月

※予備調査 を平成10年7月 に実 施

(3>調 査方法

質問紙法 による調査

各質問項 目の回答は、選択肢 より回答す る方式 、又 は記 入方式 と した。
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3調 査結果 と考 察

(1)生 徒 に開 かれた学校 づ くりへの取 り組み

ア 生徒 に対 す る情報公開 について(教 育課程 ・進級規定 ・評価方法 ・校則の公開)

生 徒 に対 す る説 明 方 法

は 、 教 育 課 程 で は 、 「プ

リ ン ト」 が46%と 多 く、

次 い で 「入 学 の 手 引 き」

が32%で あ った 。 進 級 規

定 、評価 方 法 、 校 則 は 、

「プ リ ン ト」、 「生 徒 手 帳 」

の 順 に多 か っ た。 い ず れ

も、 教 師 が 生 徒 に伝 え る

とい う従 来 の 説 明 方 法 が

主 で あ り、今 後 、 生 徒 に

開 か れ た学 校 づ く りを進

め る ため には、教 育 課程 、
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生徒 に対する説 明方法

教育課程 評価
進級規定 校則

口 その他

㎜ 学校案内等

園 生徒手帳

ロ プリント

四 入学手引き

進級 規 定 、 評価 方 法 、校 則 な どの 情 報 を、生 徒 が 知 りたい 時 に、

る よ うな シス テ ム の検 討 が必 要 で あ る 。

(事 例 研 究:事 例1・2)

イ 校 内 の施 設 利用 に つ い て

生徒が 「教師の許可が な くて も使用

で きる施設 」 は19.1%で 、 「教 師 の許

可があれ ば使用 で きる施設」 は66.1%

であ った。条件つ きで はあるが、生徒

は自校の校 内施設 を利用で きる状 況 に

あることが分 かる。

(事例研 究:事 例2)

しか し、他校生が 自校の施設 を利用

した例や 自校生が他校の施設 を利 用 し

た例 は、共 に全 体 の5.9%と 非 常 に少

な く、学校 間での施設利用 はまだ進 ん

で いない こ とが分 かる。施設 ・設備 の

有効利用 の観 点か ら、専 門高校間及 び

専 門高校 と普 通科高校間 の学校間の連

携が必要 である。

(事 例研究:事 例3)

自由 に知 るこ とが で き

許可が あれ ば使用 できる

66.1X

学校施設の利用
他校が自校施設を利用

ある
5.9X

な い

94.1%

自校が他校施設を利用
ある
5.9%

な い

94.1%
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ウ 他 学科の教科 ・科 目の履修 について

他学科の科 目の履修は、50%の 学校 におい て行

われてい ることが分かった。今後 、生徒 の多様 な

学習希望 にこた えるためには、他学科の科 目の履

修の道 を開 くとともに、その他 の方法 につい て も

検討 してい く必要がある。(事 例研究:事 例1)

工 生徒 の活動内容の発表 について

クラブ活動、ホームルーム活動 、生徒

会活動 の発表方法は、共通 して文化祭 で

の発表が一番 多 く、文化祭 の役割 は大 き

い と考え られる。 しか し、生徒 に開かれ

た学校づ くりを推 進する観 点か ら、生 徒

の活動 を発表す る方法は、更に検討 が必

要である。(事 例研 究:事 例4)

一方
、学習 活動 である課題研究の発 表

方法は、「発表会」が多 く(37%)、 次 い

で、「印刷物」(25%)、 「文化祭」(24%)

となっている。課題研究 の研究 内容 は、

実施学年以外 の生徒 に も重要 な情報源 と

な り、また、次年度 の参考 と もなる もの

である。今後 は、知 りたい生徒が、 いつ

で も、容易 に知 ることがで きる方法 など、

よ りよい発表方法 の検討が必要である。

(事例研 究:事 例2)

オ 生徒 の意見の活用 につい て

他学科の履修について

ない
50.O%

あ る

50.O%

生徒の活動等の発表方法

課題研究HR活 動
クラブ活動 生徒会活動

口 その他
團 発表会

生 徒 の 意 見 が 取 り

入 れ られ て い る 内 容

は 、 「生 徒 会 行 事 」

が 最 も多 く(100%)、

次 い で 、 「学 校 行 事 」

(85%)、 「校 則 」(50

%)、 「授 業 」(21%)

で あ っ た 。生 徒 の 学

習 意 欲 を高 め る た め

に は 、 「授 業 」 に 生

学 校 行 事

生徒会行事

校

授

」1貝

業

生徒の意見を取り入れる内容

020406080100

口 取り入れる
口 取り入れない

徒の意見 を取 り入れてい く必要がある。生徒 に開かれた学校づ くりの観点か ら、例 えば、

生徒の ア ンケー トを基 に、授業 を再構 成、又は、見直 して、次回の授 業 に生かす な どの

工夫が求め られ る。(事 例研 究:事 例5)
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(2)学 習活動に対す る生徒 の意識

ア 生徒の学習内容 にお ける満足度 につい て

現在の学校 の学 習

内容 に満足 してい

ますか?

現在の学校の学 習 内

容以外 に、興 味や 関

心があ りますか?

一 満 足 して い る

(60%)

一 満足 して い な い

(16%)

一 わ か らな い

(24%)

あ る

な い

あ る

な い

タ イ プA(42%)

タイ プB(18%)

タ イプC(11%)

タイプD(5%)

学習への満足度か ら見た生徒 の タイプ

タ

イ

プ

A

タ

イ

フ

B

タ

イ

フ

C

タ

イ

フ

D

現在の学習 内容 に満足 してお り、 自分 の学校で学習 している内容以外 に も興味

や関心が ある生徒 は42%で あ った。

この タイプは、現在 の学習状況 に満足 しているが、更 に多方面にわた り興 味 や

関心 をもってお り、何 で も学 んでみ ようとい う学習意欲が高 く、好奇心 が 旺盛 な

生徒であ ると考 えられる。

現在の学習内容 に満足 してお り、自校で学習 している内容以外 には興味 や 関心

が ない生徒 は18%で あ った。

この タイプは、現在の 自分の要求 を満 た してお り、特 に他への興味や 関心 は今

の ところない生徒 、あ るいは、受動的 な考 え方 をしていて、与 えられ た もの で満

足 する生徒 と考 え られる。

現在の学習内容 に満足 してお らず、 自分の学 校 で学習 して い る内容以 外 に興味

や関心があ る生徒 は11%で あ った。

この タイプは、他 に学習 したい ことがあるのだが、現在の学校 では学 習 で きな

い状況 にあ る生徒 と考え られる。

現在の学習内容 に満足 してお らず 、自分の学校 で学習 してい る内容以外 に も興

味や 関心が ない生徒 は5%で あった。

この タイプは、現状の学習内容 では もの足 りずに、 もっ と高 い水準 を追求 した

い生徒 、あるいは、現在の状 態 に満足 していないが、他に も興味や 関心 を示 さな

い、無気力 ・無 関心 な状態 にあ る生徒 と考 え られ る。
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イ 考 察

今 回の アンケー ト調査 よ り、学習内容 にお ける満足度か ら生徒 を4つ の タイプ に分 類

した。各 タイプの生徒 の学習 における満足度 を更 に向上 させ るこ と、及 び、現状 で の不

満 を取 り除 くことを 目的 と して以下の ような考察 を試みた。

① タイプA

現 在の状況 に満足 していて、 さらに多方面 にわた り興味や関心 をもってい る生徒 に

対 しては、生徒の興味や関心 にこたえるために、学校内での学習展示、学校間連携 に

よる体験 学習 な どの試みが考 えられる。(事 例研究:事 例3・4)

② タイプB

現在の状況 に満足 していて、特 に他へ の興味や関心は もっていない生徒に対 しては、

学習の成果 を発表す る場や 自己ア ピールの機会 を設 けることや、 よ り視野 を広 げる た

め に、学校 間連携 による体験学習等 を通 じて、新 たな興味 ・関心 を引 き出す こ とが有

効であ る と考 え られ る。(事 例研究:事 例3・4)

③ タイプC

現在 、自分の通 う学校の学科の授業 内容 に満足 してい ないが、 自分の学校で学習 し

てい る内容以外 に興味や関心がある生徒 に対 して 、「その内容 は 、農 業 ・工業 高校 の

学科内容ですか?」 とい う質問 をした ところ、下記の円 グラフに示す結果が得 られた。

現 在の学習内容 には不満があるが 、

専門高校 に興味や関心 をもってい る生

徒が76%で あ った。

この うち、自校 にある他学科 に興味

があ る生徒 には、選択履修の幅 を広 げ

ることや他学科の科 目の履修、 自校 に

無い学科 に興味があ る場合 には、学校

間連携 に よる他学科 の科 目の体験 学習

な どが考え られ る。

(事例研 究:事 例3)

④ タイプD

圖

現 在、 自分の通 う学校 の学科の授業内容に満足 していない、 さらに、自分 の学 校 で

学 習 してい る内容 以外 に興味や関心が ない生徒 に対 しては、生徒の学習意欲 を高め、

生徒一 人一人の学習希望 に こたえられるように、生徒 に よる授業評価 を行 って生徒 の

意見 を取 り入れる ことや、 ビデオや コ ンピュー タなどの機器 を使 って視覚 的に訴 え る

な どの授業 内容 を改 善する ことが必要であ ると考 えられる。

(事例研 究:事 例5)
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(3)事 例研 究

ア 事 例1

1概 要

A農 業 高 校 で は 、生 徒 が 作 成 した 学 科 紹

介 の ホ ー ム ペ ー ジ をイ ン トラ ネ ッ トを利 用

して校 内 に公 開 して い る。ホ ームペ ー ジは、

学 科 の 紹 介 、 教 育 課 程 、授 業 風 景 、授 業 一

ロ メモ な どか ら構 成 され て い る。

イ ン トラネ ッ ト(注1)を 用 い た ホ ー ムペ ー ジに よ る学 科 紹介

2ホ ー ムペ ー ジの 作 成 ・公 開 が生 徒 に も た

らす 効 果

(1)作 成 者 に もた らす 効果
ホー ム ペ ー ジの 画 面

ホ ー ム ペ ー ジ作 成 の内 容 生徒 に もた らす効果

情報の発信者 となる。 自己の存在感 と自己実現の喜 びを味わ う。

ネチ ケ ッ ト(ネ ッ トワー ク上 の エ チ ケ ッ

ト)を 学 ぶ 。

ルールを守 る態度の育成

無償の情 報提供 者 となる。 ボラ ンティア精神の育 成

ホ ー ム ペ ー ジ掲 載 の 内容 を考 え る。
自ら学ぶ意欲 と主体的 に学 ぶ力 を身 に付

ける。

(2)閲 覧者 に もた らす 効 果

ホ ー ムペ ー ジの 閲 覧 に よ る情 報 収 集 生徒 に もた らす効果

選択科 目の種類 、講座 の内容 自 ら学ぶ意欲、情報収集 能力 の育 成

他学科での授業内容 他学科への親近感

学校 トピックス(都 庁花壇作成、 産業教

育 フェステ ィバ ルの様子 など)

愛校心の育成

メ ー ルの 送 信 、 ホ ー ムペ ー ジで の 返信 会話の広が り

3今 後 の 課 題

今 回 の事 例研 究 で は イ ン トラネ ッ トに よる ホ ー ムペ ー ジ の公 開 に よ り、校 内 の 生 徒

に対 して各 学 科 の 教 育 内 容等 を開 くこ とが で きた 。今 後 は 、学 校 行 事 や ク ラブ活 動 、

就 職 や 進 学 な どの 進 路 状 況 な ど、生 徒 に開 く内 容 を拡 大 して い きた い 。

また 、今 回作 成 した ホ ーム ペ ー ジ は イ ンタ ー ネ ッ トで 公 開す る こ とに よ り、校 内 の

生 徒 だ けで は な く、 保 護 者 、 中 学生 、 中学 生 の 保 護者 、 中学 校 の教 員 な ど、地 域 に も

開 くこ とが で きる。 公 開 講 座 、 施 設 開放 、体 験 入学 、授 業 公 開 な どの 情 報 を提 供 で き

る ホー ムペ ー ジ に して い きた い 。

(注1)イ ン ター ネ ッ トの技 術 を活 用 して構 築 す る企 業 ・学 校 内 ネ ッ トワー ク
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イ 事 例2

1概 要

B農 業 高 校 で は 、 「課 題 研 究 」 の 研 究 成

果 を ホ ー ムペ ー ジ作 成 用 言 語 を使 用 して ま

とめ 、パ ソ コ ンを用 い て発 表 会 を行 っ て み

た。 さ らに 、研 究 内容 をデ ー タベ ース と し

て 蓄 積 し、 イ ン トラ ネ ッ トを利 用 して 生 徒

が 「課 題 研 究 」 の 際 に 、情 報 と して 活 用 で

きる よ うに した。

ホームペ ー ジ作成用言語 を用い た課題研究の発表

匿 醗 響 鎌.紺 撫 丁'9YAg:拗 縄 と 塘eS"w一 曼 ゐ 、、rt}`s-gerv=、Pt)s一 虐一。畦 隔

i茎二牽 望羅華ッ唖 縫璽

は じめ に

鞍撫ち臨 繊蔚毒、亀スーパー㌣一衡ット磯構透攣欝舗
の仕織み、総み劇欝凌激 などについて灘勲 蛎 響謙♂

鵡 そ藁甑 購一パ漏マーケ憾 につも、て魏ぺ為ことにしま
した。蜜瓢 スーパー饗一ケット鐙鑑饗隷難素に立地条欝
盛ミあ攣寂す。 奪嬢纏。都心鑑趨 、鑑零簸こお1ナるスー
パー響一ケ憾 綜蕊鱒㌫うな存載かとも、うこと凄欝盤て鶴
べ墨く毒多こし叢し海。

発表の画像

2ホ ームペ ージ作成用言語に より研究 のま とめ をす ることの効果

(1)学 習活動 にお ける効果

学習活動の内容 学習活動による効果

デ ジタルカメラでの実験風 景及 び結 果 の

撮 影

カラー画像 が広範囲に利用 で きる。

撮影後す ぐに結果が見 られる。

学習意欲が向上する。

ア ニ メー シ ョンや ビデ オ の利 用 発表の際に視覚 的な効果 が向上す る。

表現力が向上 し達成感が得 られる。

(2)学 習 内容 ・結 果 の公 開

公 開 の 内 容 公 開 に よ る 効 果

研 究 内容 の デ ー タベ ー ス化 発表会終了後 もパ ソコンを利用 して研 究

の内容 をいつで も閲覧で きる。

学習 内容 を知 る機会が増す。

3今 後 の 課題

ホ ー ム ペ ー ジ作 成 用 言語 を用 い た研 究 発 表 の 実 施 や デ ー タベ ー ス化 を図 る こ との 問 題

点 と して は次 の こ とが挙 げ られ る 。

① パ ソ コ ンの 苦 手 な生 徒 は 、 ま とめ るの に時 間 が か か っ て しま う。

② ホ ー ム ペ ー ジ作 成用 言 語 は容 易 に使 用 で きる が 、 よ り見 やす い形 にす る た め に は 、

プ ロ グ ラ ミ ン グにつ い て詳 し く理 解 す る必要 が あ る 。

③ 画 像 が 広 範 囲 に利 用 で きる ため 、 生徒 の 肖像 権 等 に配 慮 した デ ー タの 管 理 が 必 要 と

な る。

今 後 は 、生 徒 に 開 か れ た学 校 づ く りを推 進 す る た め 、検 索 方 法 を充 実 させ 、 デ ー タの

検 索 と活 用 を しや す くす る と とも に、 公 開す る情 報 を増 や して い きた い 。
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ウ 事例3学 校間連携の試みについて

1概 要

今 回、設置学科の異 なる工業 高校 間で 、生 徒

が 自校 では体験で きない学習 を、他校 の設備 を

利用 して体験す る学校 間連携 を試みた。

まず 、平成10年7月 に、C工 業高校二年生13

7人 を対象 に 「学習 活動 に対す る生徒 の意 識調

査」 の予 備調査 を行 った 。 その中で 、 「バ イオ

テ クノロジー を利用 して発酵食品 を製造する」

とい う実習テーマに、21%の 生徒が参加 したい

と答えた。 この生徒 たちは、学習内容 に興 味 ・

関心 をもてれば他校 まで行 って も学習 したい と

思 ってい る意欲的 な生徒 である と推察で きた。

髄 顯^

縢

げ じ

ド縛
響

繍櫨

鱗 蝉

し 匙 葺

融 触ぎ.麟 蝉 噂器円

'鞍

轟

 

磯醸

灘
野

"

吻纏蕊

他校での体験実習風景

そ こで 、これ らの生徒 の学習希望 に応 えるため、平成10年8月 に、C工 業高校二年 生

の生徒8名 がD工 業高校の実習設備 を利用 して四 日間の実習 を行 った。

2学 校間連携の試みについての効果

実習体験後 、参加 した生徒 にア ンケー ト調査 を実施 した ところ、次の よ うな生徒 の感

想 を聞 くこ とがで きた。

○他校へ 来て普段学べ ない実習 を勉 強で きた こ とはよかった と思 う。

○今後 もこの ような機会があ った ら参加 したい と思 う。

○工業高校 に もいろいろな学校 があるこ とが わか った。

○ 自分 の学校 では絶対 にで きない ことが で きて とて も楽 しかった。

○ す ごい技術 をた くさん使 っていて とて も驚 いた。

これ らの感想か ら、生徒 の満足感 ・達成感や学習意欲の向上 などを伺 うことができる。

また、他校の教員 と交流 を持つ ことによ り、人 との出会い も広が った と思われ る。 さら

に、 この ような機会 を得た生徒 は自ら学ぶ姿勢 を更 に強め ることになったと考 えられる。

3今 後の課題

まず各学校が、教育課程の弾力化 、施設の充実な どの工夫 を して最適 な学習環境 を整

え、多様化 した生徒の希望 にこたえていか なければな らない。 しか し、施設の充実 に は

限界が あるので、学校間で連携 し、各学校が持 っている特色 ある実習施設 を開放 して有

効利用す るこ とに より、よ り生徒 の希望 にこたえることがで きる と考 え られる。

今 後、解 決 しなければな らない課題 として、単位の履修 ・修得 の認定方 法、実習 費 の

取扱い、実 施時期 、生徒 の引率、交通費、事故対策 などが考え られる。

なお、普 通高校 の生徒 は職業教育 をほ とん ど体験 しない まま職業 に就 く場 合が多い。

農業 ・工業 高校 の特色 ある実習施設が利用 で きるよ うになれば、職業 教育 を学ぶ こ とが

で きるので、非常 に有益 である と推察で きる。今後 、普通高校の生徒 にも今 回の よ うな

機会 を試みたい。
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工 事例4デ ジタル カメラを利用 した壁新聞 による学科紹介

1概 要

E工 業高校で は、文化祭でデ ジタルカ メラ

を利用 して学科の学習内容の紹介 を行 った。

同学年で も他の学科の学習内容 を知 らない、

あ るいは、同学科で も上級学年の学習 内容 を

知 らない生徒が多いのが現状である。そこで、

生徒 の学 習への興味 を喚起す るために、容易

に作 成で きるビジュアルな壁新聞方式 の学科

紹介 を試 みた。

2デ ジタル カメラを利用 した壁新聞の効果 デ ジタル壁新聞

(1)結 果 を見 てす ぐに取 り直 しが で きる。

(2)現 像 の 必要 が な く、 ケ ー ブ ルで コ ン ピュ ー タ に画 像 を取 り

制 デ ジ タル カ メ 込 む こ とが で きる 。

ラ利用 の効果 (3)撮 影 した 直後 に 、1枚 で もす ぐに プ リ ンア ウ トが で き る。

(4>画 像 の大 き さを 自由 に変 え る こ とが で きる 。

作 (5)保 存 が容 易 で あ る。

(1)自 分たちの学習の成果 を発表する機会 が増 える。

者 壁新 聞展 示 の (2)自 分 た ちの 学 習 内 容 を第 三 者 に伝 え る こ とに よ り、 客 観 的

効果 に学習内容 を見直す ことがで きる。

(3)瞬 時 に視 覚 に訴 え る形 の 情 報 公 開 が で きる 。

(1)他 学 科 の授 業 内 容 を知 る こ とに よ り、興 味 や関 心が 広 が る。
見

、 (2)同 学科で上級学年の学習 内容 を確認す るこ とによ り、 将 来

学 壁新 聞展 示 の
の 目標 が 立 て や す くな る。

者

効果
(3>コ ン ピュ ー タ を操 作 す る こ とな く、容 易 に学 習 内 容 を 理 解

で き る 。

3今 後の課題

今 回は2学 年 の1科 の みの実践であ ったが、他科 や他学年で も幅広 く実施 し、学 校 内

の情報公開手段 として利用 してい きたい。 また、生徒会活動 ・クラブ活動 な どの発表手

段 として も、デジタルカメラを利用 した壁新 聞の展示 は、様 々な可能性 を持つ と考 え ら

れ る。

今後の課題 としては、① 壁新聞 を掲 示する場所 の確保 、② 壁新聞の内容の充実 、③ デ

ジタルカメラ等 の備品の管理 、④ 肖像権の保護 な どが挙 げ られ る。
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オ 事 例5生 徒 に よ る授 業 評価

1概 要

F農 業 高 校 、G農 業 高校 、H工 業 高 校 で は、授 業 に 関 す る生 徒 の 自 己評 価 、感 想 を 知

るた め 、生 徒 を対 象 に授 業 ア ンケ ー トを実 施 した 。 ア ンケ ー ト調 査 は 、 「農 業 ・工 業 の

特 色 」 で あ る実 習 科 目につ い て 行 い 、情 報 、製 造 の 二 分 野 に分 類 し集 計 を行 っ た 。

2ア ン ケ ー トの 内 容 お よび 集 計

(1)ア ンケ ー トを実 施 した科 目お よび授 業 内容

分野

情報

製造

科 目 名 お よ び 授 業 内 容

農業情報処理(罫 線 を書 く、表の作成)

工業基礎(キ ーボー ドの正 しい使 い方、時間割の作 成)

総合 実 習(プ リ ンの製 造 、 キ ャ ラメ ル の製 造 、 マ ドレ ー ヌの 製 造 、

漬 け の製 造 、 パ イ ン缶 詰 の製 造 、 う ど んの 製 造)

ら っ き ょ う

(2)授 業 につ い て の 自己評 価

＼ ・ケー・囎 目穰の遷成 積極的にできたか 内容を理解できたか

蜘 。〉鰻 十分達成
できた

ほぼ達成
できた

あ ま り達 成

で きな い

5 4 3 2 1 5 4 3 2 1

惰 報 43」 52.1 42 46.5 25.4 23.9 4.2 0 39.4 29.8 29.6 o 1.4

製 追 29.5 44.9 11.5 34.6 26.9 28.2 9.0 1.3 28.2 29.5 28.2 1L5 2.6

＼ ・ケー・朋 繊 合 評 価
5大 変良 くで きた

4良 くで きた

3普 通

2あ ま りで きなかった

1ほ とんどで きなかった

。燃〉 鰻 5 4 3 2 1

情 鞭 40.8 32.4 21.1 4.2 1.4

製 遺 30.8 29.5 29.5 了.7 2.6

(3)授 業 の 感 想 につ い て

＼ ・ケー・囎 侵業を楽 しみにしていたか 資料は分かりやすいか 浸藁の遮 さはどうか

。辮〉 ミ 楽 しみ に
して いた

楽 しみ に
して いな い

ど ち らで も
な い

分かり
やすい

分 か り
に くい

ど ち らで
も ない

速すぎる 丁度良い 遅 く
感 じ る

情 報 57.了 21.1 21.1 59.2 4.2 36.6 12.7 81.7 翫4

製 造 53.8 20.5 24.4 51.3 6.4 39.7 19.2 79.5 0

＼ ・ケート囎 説 明の分か りやすさ 実習の量 実■を終えた感想 侵桑への興味関心

。。。。〉 ミ
分か り
やすい

分 か り
に く い

どち ら

で もな い

多す9
る

丁度良
い

不足し
ていた

受 け て

よ か った

期待はず
れだった

特にない 高 ま っ
た

変わ ら
ない

分から
ない

惰 綴 73.2 0 26.8 7.0 85.9 7.o 66.2 o 33.8 59.2 3t.O 9.9

製 進 51.3 5.1 43.6 11.5 78.2 7.7 66.7 o 32.1 39.7 43.6 14.1

3今 後の課題

今 回のア ンケー ト調査は、生徒 の授業 に対する興味 ・関心や授業の理解度 を知 る こ と

がで き、授業の教材や指導方法 の改善 などに大変役立 った。また、 自分 たちの考 えが教

師に伝わ り、教材 や授業 内容が改善 され ることに喜 びを感 じる生徒 も何人か見 うけ られ

た。 しか し、毎回のア ンケー ト調査 に飽 きて くる生徒 も出て きてお り、ア ンケー トの作

成、集計 にかかる教師の労力 も少 な くなか った。今後 は、ア ンケー ト調査の方法等 に つ

いて更に検 討 してい く必要が ある。
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4研 究の まとめ

「生徒 に開かれ た学校づ くり」 を研究す るに当たって、 まず各学校が 、何 を どの よ う

な方法で、 どの程度生徒 に開いているのか を知 るために、「生徒 に開か れた学 校 づ く り

へ の取 り組み につ い ての調査 」(調 査1)を 行 っ た。 また 、生徒 の学校 に対 す る評価

(外 部評価)を 知 るために、「学習活動 に対す る生徒 の意識 の調査」(調 査2)を 行 った。

次 に、二つの調査の結果 と分析 を踏 まえて 、「生徒 に開かれ た学 校 づ く りの 推進 」 に関

して5つ の実践 を試みた。特 に、農業 ・工業の特色 を生 か した生徒 に開かれた学校 づ く

りとは何 か、 とい う視点 に立 って研究 を進めた。その結果 、今 回の研究 を下表の よ うに

まとめる ことがで きた。

調 査 事例研究 生徒への開かれ方

○ 調査1一 ア 、 ウ

・生 徒 に対 す る情 報 公 開

・他 学 科 の 教 科 ・科 目の

履 修

○ イ ン トラ ネ ッ トを 用 い

た ホ ーム ペ ー ジ に よ る

学 科 紹 介(事 例1)

○校内的 には学科 間 にお

いて生徒 に開かれ る

○校外的 には地域 社会 に

開かれ る

○ 調 査1一 ア 、 イ、 エ

・生 徒 に対 す る情 報 公 開

・校 内 の施 設 利用

・生 徒 の活 動 内容 の発 表

○ ホームペー ジ作成 用言

語 を用いた課題研 究の

発表(事 例2)

○学年間 におい て生徒 に

開かれ る

○年間 を通 していつ で も

開かれ ている

○調査1一 イ

・校 内の施設利用

○調査2

○学校間連携 の試み につ

いて(事 例3)

○学校間 におい て生徒 に

開かれ る

○施設 ・設備が開かれ る

○調査1一 工

・生徒 の活動 内容 の発表

○調査2

○デ ジタルカメ ラを利 用

した壁新聞に よる学 科

紹介(事 例4)

○学科 ・学年間 にお いて

生徒 に開かれ る

○ リアル タイム に開 かれ

る

○調査1一 オ

・生徒意見の活用

○調査2

○生徒 に よる授業評価

(事 例5)

○教師 ・生徒 間 にお いて

双方向 に開かれる

○科 目の全体 の内容 が事

前 に生徒 に開かれる

いずれの事例 において も生徒 が 自ら学ぶ意欲 を示 し、主体的 に学習 に参加 し、 自己実

現 の喜 び を体験 している様子 を伺 うこ とがで きた。「生徒 に開かれ た学校 づ くり」 を推

進 するためには、第一 に、学校 の教育内容 を学科 間、学年 間、学校間で開 く必要が あ る

こ とが分 かった。第二 に、学校 の情報 をいつで もリアルタイム に開 く必要があ るこ とが

分 かった。第三 に、生徒 に表現す る機 会 を与 え、生徒の意見 を取 り入れ る必要があ る こ

とが分か った。

「生徒 に開か れた学校づ くり」 とは、生徒一人一人が学校生 活 において能動的 ・積 極

的 に自らが持 っている力 を十分 に発揮 で きるように、 また、「生 きる力」 を身 に付 け ら

れ るように学校の教育環境 を整 えてい くことであ ると考える。
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ll地 域 に開 かれた学校づ くり

1 研 究の趣 旨

農業 ・工業高校で は、これ まで、施設 ・設備の開放や公 開講座 の実施 な どによ り、地域 住

民 に生涯学習の機会 を提供 し、地域 に開かれた学校づ くりを推進 して きた。その結果、農業 ・

工業高校 に対す る地域の理解は深 まりつつあ る。 また、農業 ・工業高校では、一 日体験入学 、

学校説明会 、学校見学会 、産業教 育 フェスティバ ルなどを行 い、中学生 に学校 をPRす る努

力 を して きた。

現在 、中学校 にお ける進路指導は、業者 テス トによる偏差値 に依存 した ものか ら、生徒 一

人一 人の能力 ・適性 、興味 ・関心、進路希望等 を配慮 した ものに改 め られている。その結果、

農業 ・工業高校 に入学 して くる生徒 の中には、 自己の進路 の実現 に向 けて専 門教育へ の期待

を もって入学す る生徒が多数いる ものの、明確 な 目的意識 を持 たず に、あるいは、農業 ・工

業高校 をよ く理解 しないで入学する生徒 もい る実態がある。 こうした問題 に対応す るため、

農業 ・工業高校 は、地域 の中学校の生徒 、保護者 、教員 に対 して、農業教育や工業教育 の姿

を見せ る機会 を設 け、農業 ・工業高校 に関す る正確 な情報 を十 分に伝 えるな どの 「地域 に開

かれた学校づ くり」 をよ り一層推 進す る必要が ある。

そ こで、「地域」 を中学校 にしぼ り、中学生が農業 ・工業高校 の教 育 を十分 に理 解 して 進

路選択 を し、 目的意識 を もって入学 し、実 りある高校生活 を過 ごせ る よう地域 の中学校 に学

校 を積極 的に開 き、農業 ・工業高校の情報 を提供す る方策 を探 ることとした。

2調 査 の内容 と方法

(1)調 査 内容

中学生が進路選択 をす る場合 に、中学生 、中学生の保護者、中学校 の教員 が、専 門高校

の実態(教 育 内容 、進路状況、施設 ・設備 な ど)に ついて理解 して もらうことが何 よ りも

大切 である。そ こで、以上の三者 を対象に、次 の内容 についてア ンケー ト調査 を した。

① 進路 選択 に必要 な情報 とその入手方法についての調査

② 進路 選択 までの専 門高校 に関す る認識調査

③ 専門高校の一 日体験 入学 につ いての調査

④ 専門高校の実態 をよ り理解 で きる情報公開の方法 につい ての調査

⑤ 専 門高校 を選 んだ理 由についての調査

調査対象 の中学生及 びその保護者 については、農業 ・工業高校の1学 年 に在学 中の生 徒

及 びその保護者 を対象 に、中学校 当時の ことを思い出 して もらう形で実施 した。 中学校 の

教員 につい ては、平成10年 度教育研究員 を委嘱 された教員 を対象 に調査 した。

(2)調 査対象

調査依頼数 回 収 数 回 収 率 調査時期

① 中学校教員 140名 84名 60% 平成10年9月

②生 徒 773名 773名 100% 平成10年9月

③保護者 773名 235名 30% 平成10年9月
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(3)調 査方 法

質問紙 法 による調査(無 記名)

各 質問項 目の回答は、選択肢 よ り回答す る方法、又 は記入方式 と した。

① 中学校教 員 については、平 成10年 度教育研究員 を対象 と して、11部 会 に用紙 を郵 送 し

て実施 した。

② 生徒 については、農業 ・工業高校(5校)在 学中の1年 生 を対象 に実施 した。

③ 生徒 の保 護者 については、農業 ・工業高校在学1年 生の保護者 を対象 に実施 した。

3調 査 結 果 と考 察

(1)ア ン ケー ト調 査 の集 計 結 果 と考 察

中学 校 教 員 ・生 徒 ・保 護 者 の三 者 を別 々 に ア ンケ ー ト調 査 した が 、 そ れ ぞ れ を 比 較 検 討

す る ため に全 て 百分 率(%)で 表 示 し、 一 つ の グ ラ フ に表 した 。 質 問4・5・9に つ い て

は 質問 対 象 を変 え て い る た め二 者 で 比 較 す る グ ラ フで 表 した 。

質問1専 門高校の情報 をどの よ うに得て いま したか。(複 数回答可)一 一
り

生徒 …i…i…i…遡 …i…i…i…i…i妻遍 覇 酬 舞 ・ _聯

　
保護者iiiiiiiiii鯉iiiiiiiiiiii韮1騰illl麟 薩 垂

　
中学校 教諭iiiiiiiiiiii鰹iiiiiiiiiiiiii蹉lilIIIlll鷹lIlllll套華葦≡≡垂1謹0%一

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回進学雑 誌 国卒 業 生か ら

臼ハ.ンフレット(学校案 内)園 その他

皿学校説明会

生徒 と保護者 は同 じような傾向 を示 し、多様な方法で専 門高校 の情報 を収集 していた こ と

が分か る。 これに対 し、中学校教員 は 「パ ンフレッ ト」 か らが42%、 「進学 雑誌 」 か らが26

%と 高 く、印刷物 に よる情報収集が主流 になっている ことが伺 える。

また、生徒 ・保護者 は高校の実態 などを卒業生 か ら直接知 ろう とす る気持 ちが強 い と考 え

られ る。反面 、教員の場合 は卒業生か らの情報が12%と 低い ことな どか ら、専 門高校 の情

報 をよ り多 く提供す るため には、各高校が生徒 を出身中学 に訪問 させた り、高校教員が 中学

校 を訪問 した りす るなど、情報提 供の方法 を工夫 してい く必要があ る。(事 例研究:事 例2)
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質 問2専 門 高 校 の 教 育 内 容 、特 別 活 動 、施 設 ・設 備 を知 っ て い ます か。

㎝

鵬

蹴

川

㎝

鵬

鞘

蹴

聯

鵬

傷

ρ ダ

授業内容について

碑 ぜ 譜 ρ ボ 譜

特別活動について ・設備について

國よく知っていた 團知っていた 囲あまり知らなかった 圃知 らなかった

全体 的に専 門高校 の内容 を 「あま り知 らない」 こ とが伺 える。特 に、生徒 や保護者 よ りも

中学校教員 の知っている割合が低いのは、パ ンフ レッ トや雑誌 による情報収 集の傾 向が強 い

もの と思 われる。生徒 ・保護者 は学校見学や体験入学 を通 して、施設 ・設備 等の知識が多 く

なっている と考 えられるこ とか ら、今 後 も学校施設 を利用 した体験 入学等 を充実 してい く必

要 がある。

質問3参 加 や見学 した ものがあ ります か(複 数回答)一
生徒 勇駒:熱鷲

ト
保護者i嚢 霧i蒙麹糞簸i黎 霧i饗嚢叢1三三韮叢 琴川1間鰍llll間差"鯉 茎至1%

中学校教諭

ト

灘雛i雛難藝嚢i遡窪琴illl闇1騨1闇川ヨ畦 §蒸

lil

遡

O% 20% 40% 60% 80% 100%

図学校見学 囲体験入学 皿文化祭 園進路説明会 團その他

専 門高校 に限 らず、普通高校 も含めた範囲で回答 している。 また、数 カ所への参加 も含 ま

れている。参加 や見学 した ものの 中の割合は、生徒 と保護者で は学校見学等体験的 な ものが

多 く、学校 の雰囲気 を理解す るこ とが中心 になっている。教員 について は進路説明会の 参加

が高 いこ とか ら、教育 内容 や進学 ・就職指導 の情報収集 に力 を入れてい ることが分か る。
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質 問4一 日体 験 入学 を知 って い ま した か。一 一
生徒霧 霧雛 霧霧 霧霧難 .

ト
保護者難 雛 雛 霧 霧 審1華

,釜..蟻1蒙叢 …一
0% 20% 40% 60% 80% 100%

塵 知っていた 團知らなかったt

生 徒 の 約 半 数 が 「知 らな か っ た」 とい う こ とは 、高 校 側 か らのPRが 不 足 して い るか 、 又

は、 中学 校 か らの生 徒 に対 す るPRが 不 足 して い る と言 え る。 この こ とは 、 保 護 者 につ い て

も同 様 と言 え る 。 そ こ で 、 「一 日体 験 入学 」 の必 要 性 や 利 点 な ど に つ い て 、 改 め て 検 討 す る

と と もに 、1日 体 験 入 学 の機 会 を よ り増 や して い くこ とにつ い て も見 直 す 必 要 が あ る と 考 え

る 。(事 例 研 究:事 例1・3)

質 問5一 日体 験 入 学 につ い て どの よ うな指 導 を受 け ま した か。

一一 一 一
生徒 霧 コ ー 一峯鯉

1「燃川

中学校教諭 馨i ipm一 三9%一
偽 20% 40% 60% 80% 100%

閣必ず参加している ■本 人の希 望により皿無理 して参加 しない

「本 人の希望 に よって参加 して いる」は生徒 が78%、 中学校教員が94%で 、必ず しも強 い

指導 によ り参加 している とは考 えられ ない。「必ず参加 している」 は6%で 、各 中学 校 にお

け る体験入学への参加 の指導が望 まれ る。一 方、専 門高校 はそれ にこた える準 備 とPRを 積

極 的 に推進す る必要があ る。
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質問6一 日体験入学 は進路決定 に役 に立 ちま したか。一
生徒 擁i纏謹馨葦妻嚢嚢嚢鯉 暴嚢ii妾萎liiiト11m"um鰍lmMllll…麺護

　
保護者 羅霧i霧鰹搬舞i霧難蘂 莚謹 睡馨i墾護蟻P%

ゆo■ 噛0-嘲 ● 娼

ト
中学校教諭 難顯i霧藝套 謹難錘藁ttll/llllllll'1華羅 謹露藻華1㌧10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図大変役立った 圓役立った 皿あまり役立たなかった 目役立たなかった

「役 立 っ て い る」、「役 立 た な か っ た」 をそ れ ぞ れ二 分 してみ る と、 生徒 が66%、 保 護 者 が

100%、 中学 校 教 員 が97%が 「役 立 って い る」 の 方 に 回答 して い る 。 一 日体 験 入 学 を経 験 す

る こ と に よ り、 各 専 門 高 校 の 内容 や雰 囲気 が よ く分 か り、興 味 ・関 心 が 深 ま り、進 路 決 定 に

大 きな役 割 を果 た して い る こ とが分 か る 。(事 例 研 究:事 例1・3)

質 問7専 門 高 校 の情 報 と して どの よ うな こ とが知 りた い か。

生徒 %

保護者 翅il遡illilll1[lll[願lllllllll【ll釜匹理三;…纒 懸i麹g%iiiii≡iii1%

中学校教諭

0% 20% 40% 60% 80%

::0%

100%

図学校行事 目校則 皿就職実績 薗進学実績

園教育内容 園授業形態 昌その他

生徒 はい ろいろな情報 を必要 と しているが 、保護者、中学校教員 は就職実績 と教育 内容 に

関心が強 く、入学後の こ とが気 になる ようである。 また、中学校教員 は専 門高校 の授業 形態

に も関心が あ り、進路指導時の情報 と して必要 としてい るように思われる。 この ことか ら、

学校案内等 の一冊 の冊子 に情報 をまとめるのではな く、三者が必要 と している内容 が詳 し く

書 かれている複数 の冊子 を提供すれば、 よ り専 門高校 を理解 して もらうことがで きる。
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質 問8情 報収集 の方法 として 、あればよい ものは何 ですか。

生徒 講舞i嚢纏 綾il繋劉湘㎜ill陛妻麺葡

ト
保護者 灘 劃 熈1川1;}薩 熟 黙i…ii…ii…i………1…繊 ……1…

ト
中学校教諭

の
馨難i霧鶏 纏i難i奎川1島11111111 %

0% 20% 40% 60% 80% 100%

図ビデオ

囲ホームページ

回地壊のケーブルテレビ

anCD--ROM

園 電 子 メー ル

目 その 他

生 徒 と中学 校 教 員 は 、圧 倒 的 に ビデ オ に よ る情 報収 集 を希 望 して い る 。 これ は 、 学 校 や 家

庭 で気 軽 に見 る こ とが で きる た め と思 われ る。

また 、保 護 者 は 、 地域 の ケ ー ブ ル テ レビ に よ る情 報 収 集 も希 望 して い る 。 これ は 、最 近 の

ケ ー ブ ル テ レ ビの 普 及率 の増 加 に伴 い 、利 用 者 が増 加 して い る ため と思 わ れ る 。

さ らに 、三 者 と も希 望 が比 較 的多 いの が ホ ーム ペ ー ジ とCD-ROMで あ る 。 こ れ も、 一

般 家庭 にパ ソ コ ンが広 く普 及 され は じめ た 結 果 で あ る と思 わ れ る。 今 後 は 、 ホ ー ム ペ ー ジ や

CD-ROM、 ケ ー ブ ル テ レ ビ も学 校 の 情 報提 供手 段 と して考 え て行 く必 要 が あ る 。

質 問9専 門 高 校 を選 ん だ理 由 は どの よ うな こ とで す か 。

生徒
霧………

協
翻
『

ト
保護者霧 難霧i蒙饗肇i騰 巽…暖 峯勲 §1%……

0% 20% 40% 60% 80% 100%

臼専門知識を身につけられる ■就職に有利だから 田資格取得

■自分の学力にあわせて 圏興味・関心があるから 回担任・親のアドバイス

「専 門知識 を身 に付 ける」、「就職 に有利 だか ら」、「資格取得」を合計 して、約6割 の生徒 ・

保護者 が専 門高校 に期待 している。一方 、「自分 の学力 にあわせ て」、特 に 目的意識 を もた な

いで専 門高校 を選択 している生徒 が約2割 いることが分か る。
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(2)調 査結果の ま とめ

「地域 に開かれた学校づ くり」 を研 究するに当たって、中学 生、中学生 の保護者、 中学

校教員の専 門高校 に対す る認識や興味 ・関心 について アンケー ト調査 を実施 した。

① 進路選択 に必要 な情報 とその入手方法につ いて の調査(質 問1・4・7)

中学生 と保護者 は進学雑誌やパ ンフレッ トだけでな く、学校見学等 に参加 し、直接 高

校 の情報 を得 ようと してお り、中学校教員 は進学雑誌や各専 門高校の学校案内 な どの印

刷物 に頼 ってい る割合 が高いこ とが分か った。

また、専 門高校 について知 りたい内容では、中学生 は高校の規則や行事 など高校生 活

の様子 に関心が高 く、保護者 、中学校教員は就職実績や教育内容 に関心が高 いこ とが分

か った。

② 進路 選択 までの専 門高校 に関す る認識調査(質 問2)

中学生 、保護者、中学校教員 の三者 と も専 門高校 の内容 を 「あ ま り知 らない」 で進路

選択 を し、入学 している ことが分か った。

③ 専 門高校 の一 日体験 入学についての調査(質 問3・4・5・6)

一 日体験入学 について中学生 ・保護者の約5割 が 「知 らなか った」 こ とが分 かった。

また、参加 については本人の希望 に任 されてお り、実際 に参加 した中学生の約7割 が進

路決定 に役立 っていた ことが分 かった。そ して、保護者 ・中学校教員 に とって も、一 日

体験 入学が重要 な役割 を果 していることが分かった。

④ 専門高校の実態 をよ り理解 で きる情報公開の方 法についての調査(質 問7・8)

情報公開の方法 として、 ビデオや インターネッ ト、各 地のケーブルテ レビの希望 の割

合が高い こ とが分か った。

⑤ 専門高校 を選 んだ理由についての調査(質 問9)

「専 門知識 を身 に付ける」、「就職 に有利」、「資格 の取得」 な どの割合が高い ことか ら、

将来の仕事や進路 に役立たせる という 目的が強い ことが分 かった。一方 、約2割 の生徒

が 「自分の学力 に合わせて」 と答 えてお り、明確 な 目的意識 を もたないで入学 してい た

ことが分か った。

以上の調査結果か ら、中学生 、中学生の保護者 、中学校教員 は専 門高校 の内容 につ い

ての認識が低い まま進路 選択 をしてい ることが分 かった。また、専 門高校 に対 して詳 し

い情報提 供 を望 んでいる ことが分か った。 この ことか ら、専 門高校 は中学校 に対 して、

今 まで以上 に必要 とされる情報 を提供 してい く必 要がある。

一方、一 日体験 入学に参加 した中学生 は、 とて も役 に立 った と答 えているこ とか ら、

専 門高校 に足 を運び体験学習 をす ることは学校 の様子 や施設 ・設備 を知 るだけでな く、

専 門高校へ の興味 ・関心 が増 し、 目的意識 を高める ことになる と考 え られる。 この こ と

か ら、各専 門高校 は、一 日体験入学 にこだわ らずに、体験入学 の時期 、期 間、内容 を工

夫 し、中学生 ・中学生の保護者 ・中学校教員が専 門高校 を訪 れる機会 を増や し、施設 ・

設備 を利用 して もらう必要がある。

そ こで、中学生 ・中学生の保護者 ・中学校教員に対 して、専 門高校 の情報 を提 供す る

方策や専 門高校 を訪れ る機会 となる方策 について、以下の ような事例研究 を行 った。
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(3)事 例研究

ア
1事1⊥婁窯 ∴

より「。4!r/
ポ ッ トづ くりの楽 しさと科 学す る心 の大

き

望隷 灘 二翻 驚 撫舞勝 轟
を 毎 年2月 に 行 っ て い る 。 大 会 の 内 容 は 、fve・

ハド ね

ラ ジ コ ン操作 に よ る ボ ール 運 び ロボ ッ ト 讐倒 馨

大会、ラジコン操作によるサ・カー・ボ・弱 数 〆

ト大 会 、 生 徒 作 品 展 の三部 門 を柱 と して 、 写 ・

生徒 会 役 員 の 太 鼓 演 奏 やパ ソ コ ンゲ ー ム

→ゴ毒。
　 ま ロ ゆ

灘
　曜 壁

、
、

唖

諏

ロボ ッ ト製 作 の講 習 会

コー ナ ー な ど を交 えて 実施 して い る 。広 報 活 動 は 、 大会 の ポ ス ター を 地域 の小 ・中 学

校 、 マ ス コ ミ、 教 育 関係 機 関 な どに配 布 した り、 中学 校 の技 術 科 の先 生 に も参 加 を 呼

び か け て お り、 多 くの 人が 参 加 してい る(中 学 生 、 中学 校 教 員 、PTA役 員 な ど)。

そ して 、 この 取 り組 み は 、 地域 に根 付 い た大会 に発 展 して い る。

2中 学 校 ロボ ッ ト大会 の効 果

毎 年 この大 会 を行 う こ とは 、地 域 に定 着 して お り参 加 中学 校 か らは 「来 年 も続 け て

欲 しい」 と要 望 が あ る ほ ど1工 業 高 校 へ の期 待 と関心 が 高 ま って い る。 また 、 体 験 入

学 の よ うに 、 当 日だ け公 開す るの で は な く、事 前 に ロ ボ ッ ト製 作 の 講 習 会 を数 回 行 う

こ とに よ り、 中学 校 と専 門高 校 の 生 徒 間 、 及 び教 員 間の コ ミュニ ケ ー シ ョン を 図 る機

会 に もな っ て い る 。 さ らに 、参 加 して い る中学 生 だ けで は な く、 中学 校 の 教 員 に も都

立1工 業 高 校 を よ り理 解 して もら う機 会 に もな る。 そ して、 大 会 に参 加 した 生 徒 の 中

か ら、1工 業 高 校 に入 学 す る生徒 が 出 て くる こ とか ら、PR活 動 と して 多 い に役 立 っ

て い る 。

一 方
、 試 合 の 審 判 や 会 場 設 営 ・撤 去 な どに は 、1工 業 高 校 の 生徒 会 役 員 をは じめ 各

ク ラ ブの 生 徒 が 主 体 と なっ て 大会 を盛 り上 げて い る。

3今 後 の課 題

この事例 は ロボ ッ ト製作や運営費等で、謹

多額の予算 を必要 とする。予算面で の工1

夫をす る ように しなければな らない。

また、1工 業 高校 のよ うに体験入学 以

外 に、事例 の ような事業 を行事計画 と し

て置 くには、全職員の共通理解 を図 り協

力体制 を整 えるこ とが必要であ る。

羅
ロ ボ ッ ト大 会 の 様 子
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イ 事例2生 徒 の中学校訪問

1概 要

J農 業高校 では、実習で栽培 した野菜、

草花 な どを生徒 に持 たせ 、中学校訪問 を

行っている。特 に、1年 生 には、5月 か

ら栽培 した菊を秋 の文化祭前 に出身 中学

校へ持 ってい くよ う指導 を している。

1年 生が4月 以降 どの くらい中学 校 を

訪 問 したかにつ いて、J農 業高校1年 生

66名 にア ンケー ト調査 を した。

2中 学校訪問 の準備

ア ンケー ト調査の結果 は以下の ようになった。

①4月 以降 中学校訪問 を した回数

0回:10名1回:26名2回:11名3回:9名

4回 二4名5回 以上:6名

②栽培 した植物 を中学校 へ持 っていったか

はい:45名 いい え:21名

③ どの ような ものを持参 したか

菊:36名 キ ュウリ:8名 大根:2名 その他:1名

④ どの ような内容の話 を したか

高校生活:44名 学習内容:24名 クラブ活動:13名 その他:17名

(1)高 校側 の効果

ア ンケー ト調査の結果では、中学校 を1回 訪問 した とい う生徒が多 く、ほ とん ど

の生徒が半年間過 ご してい る高校生活 についての話 をしている。専 門高校 で実 際 に

学習 している生徒が、実習の生 産品等 を持参 して出身中学校 を訪問す るこ とは、専

門高校で は どの ような学習 を行っているか、生徒が どのよ うに成長 したかを中学校

の教員 に理解 して もらうことに役 立ってい る。

(2)中 学校側 の効果

「地域 に開かれた学校づ くり」 の中学校の教員のア ンケー ト調査で は、卒業 生 か

ら高校の詳 しい内容 を知 りたい とい う意見があ った。高校 には直接 質問 しに くい 内

容で あって も、卒業生 には具体的に聞 きやす く、実状 が把握 しやす いの ではない か

と思 われ る。 また、学校 案内や体験 入学では分か らない高校の実状 を理解す るた め

にはよい方法であ ると思われる。

3今 後の課題

中学校教員の アンケー ト調査 では、卒業生か らの情報 が役 に立つ とい う意見が あ っ

た。 しか し、生徒の感想の中には、訪問 を したが中学校 の先生 は忙 しくてあ ま り話が

で きなか った とい うものがあった。中学校の学校行事等 を考慮 しなが ら、今後 も中学

校訪問 を実施 し、中学校 との連携 を強めてい く必要がある。
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ウ 事例3中 学生 の工作教室

K工 業高校 では、3年 前 よ り近隣 の公

立 中学校の生徒 を対象 とした 「工業高校

の特色 を生か した地域 に開かれ た学校づ

くり」の一環 として、「楽 しい工作教室」

の公開講座 を、毎年夏休みの始め に2日

間(午 前9時 ～12時)つ つ2回 に分 けて

行 っている。

講師は同校 の機械科の教職 員5名 が担

当 し、工作 ・工芸部の生徒 が助手 を して

いる。今 年度は、近隣の4市 の中学 校 の

3年 生23名 が参加 した。
鋳 造の型づ くり

工 作 教 室 の1回 目は 、 「竹 トン ボ」、「コマ」 作 り、2回 目は 、 「鋳 造 に よるメ ダル ・文 鎮」

作 りを行 っ た 。

中学 生 の感 想 は 、 「中学 校 で は教 えて も らえ ない 体 験 を して 良 か っ た 」、 「金 属 を磨 く こ

とが こ ん な に 楽 しい こ とだ とは知 らなか っ た」、「もっ とい ろ い ろ な 物 を作 っ て み た い 」、

「この 高校 に入 学 したい 」、「また 参加 した い」 な どで あ り、 参 加 生 徒 の ほ とん ど がK工 業

高 校 で の 施 設 ・設 備 を利 用 した 「工作 教 室 」 に満 足 して い た。

この よ う に、 「工 作 教室 」 に 参加 した生 徒 た ちの工 業 教育 へ の 興 味 ・関 心 は 高 ま っ て お

り、参 加 した 中学 校 か らの 「一 日体験 入 学」 へ の参 加 者 数 や 、 入 学 して くる生 徒 が 増 え る

傾 向 にあ る。 専 門高 校 に関 す る正確 な情 報 が十 分 に 中学 生 に伝 わ っ て い な い現 状 か ら、 専

門 高 校 は この よ う に 自 ら積 極 的 に中学 校 や 地域 社 会 へ 門 戸 を開 き、情 報 提 供 に 努 め て い く

必 要 が あ る と考 え る。

4研 究 の まとめ

事例研究 の結 果か ら、体験学習 を体験 した中学生 のほ とん どが専 門高校 に対す る興味 ・関

心 を高 め、専 門高校へ の認識 を深め たことが分かった。専 門高校は、 中学生 に専門高校 の教

育 内容や特色 、施設 ・設備 などについて よ く知 って もらうことが重要である。それ には、 あ

らゆる方法で 中学校 との連携 を強化 し、高校 か らの情報 を中学生 ・保護者 ・中学校 教員 にで

きるだけ分か りやす く、十分 に伝 える ことが必要であ る。 インター ネッ トやCD-ROMを

利用 してPRす る方法や、地域のケーブルテ レビで学校紹介 を行 うなど、中学校 への情 報提

供方法 を更 に研究 し、実施 しなければな らない と考 える。

また、中学生 に 「行 ってみたい」、「見 てみたい」、「や ってみたい」 とい う気 を起 こさせ る

ような内容 の体験入学 を数多 く取 り入れて、中学生が専門高校 を訪れる機会 を増 やす こ とが

急 務である と考 える。 さらに、中学生 の保護者 、中学校教員が専 門高校 の施設 ・設備 を利用

した り、見学 をした りして、専 門高校へ の認識 を深めて もらうことも必要 である。専 門高校

に入学 した生 徒 とその保護者 の約半数が 「一 日体験 入学」 を知 らなかったこ とか ら、体験 入

学 を含 め、中学校 の理解 と協 力を得 ること も必要であ る。
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おわ りに

本部会 は、「農業 ・工 業の特色 を生 か した開かれた学校づ くりの推進」 を研究主題 に、「生徒

に開かれた学校づ く り」、「地域 に開かれた学校づ くり」 を副題 に設定 し、研 究に取 り組 んだ。

「生徒 に開かれた学校づ くり」 は、平成9年1月 に出 された都立高校 長期構想懇 談会 の 「こ

れか らの都 立高校 の在 り方」の答 申において、「生徒の多様 な学習希 望 に対 して 、 その 声 を十

分聞 くとともに、柔軟 で弾力的 に対応 し、学 びやす い環境 を整 えるべ きで あ る。」 と述 べ られ

ている。本硬 究のね らいは、この視点 に立 ち、生徒一人一人の学習希望 に対応 で きる学 習環 境

を整 え、生徒 の学習活動 を支援す る方策 を探 ることに より、生徒 自らが積極 的に学習 に取 り組

む ようにする ことであった。

学 校が どの ように生徒 に開かれてい るか を調べ るため、生徒 に対する教育内容等 の情報公開、

学 校の施設利用 、他学科 の教科 ・科 目の履修、学習活動の発表、生徒 の意 見の取 り入れ方、 及

び生徒 の学 習 における満足度 について、農業 ・工業高校 にアンケー ト調査 を行 い、現状 と問 題

点 を検討 した。その結果 、「生徒 に開かれた学校 づ くり」 はまだ十分で ない こ とが 分か った。

そ こで、5つ の事例研究 を行い、「生徒 に開かれた学校づ くり」の方 策 につ いて検 討 した。 そ

の結果 、生徒 に学校の情報 を提供する こと、生徒の希望や意見 を取 り入れ るこ と、生徒 が主体

的に選択 して学習で きる機会 を与 える ことが重要であ ることが分 かった。今後 は、教育課 程 の

編成 や学校 間の連携 につ いて 、更 に研 究す る必要があ る。

次 に、「地域 に開かれた学校づ くり」で は、専 門高校 に入学 して くる生徒 の 中に は明確 な 目

的意識 を もっていない者が依然 と しているこ とか ら、「地域」 を中学 校 に しぼ り、 中学校 に対

して どの ように学校 を開 いてい った らよいのか 、中学校 との連携 を強 めて いった らよいのか に

つ いて研究 した。

は じめ に、中学校の生徒 ・保護者 ・教員が 、専門高校 に どの程度の関心 と理解があ るか につ

いて ア ンケー ト調査 を行 った。その結果 、中学校の生徒 ・保護者 ・教員は 、専門高校の情 報 を

十分 に得てい ない ことが分かった。 そこで、 中学校 に対す る情報提供や 中学生対象の体験 学習

の在 り方 について、3つ の事例 を もとに検討 した。その結果 、卒業生の生の声 を中学校 に伝 え

る等 の情 報提 供の仕方を工 夫す る必要があ ることが分 かった。 また、中学生対象の体験学習 に

参加 したほ とん どの中学生が、専 門高校への興味 ・関心 を高め 、自己の進路 決定 に役立 って い

る ことな どか ら、体験 学習の機会 を増や した り、その内容 を工夫 した りす る必要があ るこ とが

分かった。中学校 の生徒 ・保護者 ・教員が専 門高校 につ いての正 しい知識 をもつ ことは極 め て

重 要である。今 後は、授 業公開や專 門高校の見学等 の機会 を増やす方策や内容の充実 を検討 し、

中学校 と高等学校 との連携 の在 り方等 について更に研究す る必要があ る。

専 門高校は、中堅技術 者、事務従事者等我が国の産業経済の発展 を担 う多 くの人材 を輩 出す

る とともに、 ものづ くり等の実践 を通 して、望 ま しい勤労観 ・職業観の育成や豊か な感性 や創

造性 を養 う総合的な人間教育 の場 として も大 きな機能を果 してい る。今 後 も、 「農 業 ・工業 の

特 色 を生か した開かれた学校づ くり」 を推進 し、都民 の期待 にこた えてい きたい。おわ りに、

本研 究報告書 をまとめるにあた り、ご協力いただいた関係者 の方 々に厚 く御礼申 し上げ ます。
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